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論 文 の 要 旨 
本論文は日本人英語学習者による説明文の読解を対象として、文章全体を包括する major topicと各パラグラ









研究 1は 3つの実験 (実験 1, 2A, 2B) から構成され、英語学習者が major topicと subtopicのつながり (トピ
ック構造) を理解するのかを、subtopic と詳細情報のつながりに対する理解と比較しながら検証した。実験 1
では、読解後のテキスト記憶を検証するため、major topic, subtopic, 詳細情報から構成される説明文の読解後
に筆記再生課題を行った。(a) 手がかりとして major topicや (b) 詳細情報が提示される条件と、(c) 手がかり
なしの統制条件で subtopic再生率を比較したところ、英語学習者が subtopicを major topicや詳細情報と結び付
けてテキスト記憶に表象し、特に前者の記憶が頑健であることが示された。実験 2Aでは読解中にトピック構
造を理解するプロセスを検証するため、各テキストの読解直後に (a) major topic、(b) 詳細情報、(c) 非明示情
報 (統制条件) をプライミング刺激として、目標語 (subtopic) に対する再認課題を行った。結果を条件間で比
較したところ、正反応率は subtopicが major topicや詳細情報と結びつけて理解されたことを示したが、正反応
時間ではその理解が見られなかった。実験 2Bでは、再認課題の代わりに語彙性判断課題を用いて追従実験を
行ったところ、実験 2Aの正反応率で見られていた major topicと subtopicのつながりに対する理解が見られな
くなった。実験 2A, 2Bの結果から、読解中にテキスト情報を結びつけて理解することの困難性と、読後タス
クの存在がトピック構造の理解に影響する可能性が示唆された。 





























 第一に、先行研究では英語学習者がパラグラフの明示・非明示の subtopicや文章全体の明示的な major topic
を個々に理解はするが、文章全体を要約した非明示の major topicを推論することが困難であることが示されて





験では、読解中の理解プロセス (再認課題、語彙性判断課題、読解時間、思考発話法) と読解後の記憶 (再生
率の量的分析、再生プロトコルに反映されるトピック構造の質的分析) を複数の手法・分析で検証し、確かな






























平成 30年 1月 26日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
